第28972号    2010年1月3日                         　 教会年間聖句
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　わたしがあなた方を愛したように、あなたがたも　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  互いに愛し合うこと、これがわたしの戒めです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                　　　ヨハネ１５：１２
　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　主と共にいる
　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「恐れるな。わたしはあなたとともにいる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たじろぐな。わたしがあなたの神だから。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わたしはあなたを強め、あなたを助け、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わたしの義の右の手で、あなたを守る。」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イザヤ　４１：１０
日本にとてもすばらしいクリスチャン信仰で奉仕している養護施設があります。そこの施設を訪れて、幾つかの施設のうちの一つである障害をもった子供さんたちのいるところを施設長に案内していただいたとき、子供さんたちが施設長を見つけて寄り添い、手をつないで歩くその顔には安らぎが表れていました。施設長曰く 「こうして一緒にいるだけでいいんです。」　とおっしゃったその言葉と行動に感銘を受けました。人はどのような境遇の中でも、心のよりどころを求めるものですが、あなたは何を求めますか。
２０１０年を迎えました。２００９年は世界的規模で経済、社会、政治が大揺れに揺れた年でした。２１世紀に入ってから１０年になりますが、人類史上に大きく記録されるような事件が数多く勃発しました。大きな出来事の中でも時が過ぎれば過去のものとして薄らいでいくものと、それに対する対策を講じないで避けてばかりいると、時が経てば経つほど大きな怪物となって襲いかかり、大きな悩み苦しみの種となることもあります。個人にとって、国家にとって、世界の国々にとって大きな課題が積み上げられています。新年に際して期待と不安が入り混じった心境の方々も多くあろうと思います。預言者イザヤが預言していた当時の世界も暗黒の中にあり、神の都エルサレムは敵に囲まれ、人々は不安と恐怖におののいていたときでした。イザヤはその暗黒の中でどのような希望を与えたでしょうか。
１．不安や恐れの要因
人生において希望をもって生きることが大切であることは誰でも知っていますが、つきまとう不安や恐れにおののいている人々が多くいます。不安や恐れは大なり小なり、誰でもあるでしょう。個人的なもの、社会的なもの、国家的なものまであります。不安や恐れには地震や台風、ハリケーン、水害などの自然の災いがあり、失業、倒産、病気、死など生活と命に直接関わっていることがらで、最大限の努力にもかかわらず襲ってくるものもあります。実生活の中で毎日経験し、大切なことがらの中に人間関係があります。人間関係がうまくいくかいかないかで、人生の幸不幸に大きな位置を占めます。横柄な態度で平気で世間を渡り歩く人もいれば（いずれ蒔いたものを刈り取りますが）、人間関係に疲れ、行き詰まり、人を恐れて鬱や引きこもり、また自殺という悲劇にまで追い込まれてしまう人々が多いことは、一国の出来事だけではなく、世界的傾向です。悪は益々はびこり、悩み苦しみは益々深刻化していっています。神を恐れないと、人を恐れます。神を恐れると人を恐れなくなります。そしてどんな人に対しても神から愛されている人として見ることができるように、視点が変えられます。
「主を恐れることは知識の初めである。」(箴言1:7）といわれているように、恐れにはまたポジティヴな意味もあり、正しい人生の方向を示し導いてくださいます。この恐れの意味は、畏み仰ぎ神を拝する信仰態度で、愛と平安と喜びがあります。
２．勇気を与えるお方

　神の預言者イザヤは、神の選びのイスラエルの民が外敵に恐れおののいていたとき、神を恐れることを忘れていたことであることを教えようとしました。神は「恐れるな。・・・たじろぐな。・・・」とイスラエルの民を激励しました。単なる言葉だけの空元気の呼びかけではなく、救いの裏づけをもった励ましでした。生ける神はイスラエルの民にだけではなく、今の私たちにも「恐れるな。・・・たじろぐな。・・・」とおっしゃっています。神が共にいて危害や災いから守り、神と親しい命の関係をもちつつ、この世の険しい道の歩みを確かなものとしてくださいます。
３．神の準備
預言者イザヤの時代はエルサレムがアッシリアに囲まれていたときでしたが、神の特別な方法で主の使いを起こして救いました (イザヤ37:14-37）。イザヤ書４０章以降の預言の内容はそれ以後に起こるバビロン捕囚と解放、キリストによる救い、終末時の完全な解放をおりまぜて神の救いの御業を示しています。神はイスラエルの民だけでなく、今の私たちを含めて神を愛するものに力を与え、助けを与え、勝利の手をもって守ってくださいます。 神は無限の愛をもって救いの計画とその業を完成されましたが、神の真実に答えていくための私たちの信仰による準備も必要です。 
世界の揺れ動きがどうあろうと、神は神の方法で計画し、知恵を与えて導き、完成してくださいます。このお方を信じて委ね神の言葉である聖書の教えに立って、新年を歩んでいきましょう。 
                                                                                                                                      ＜鈴木光夫＞
